
■ 2014 年

・ 事務補佐員（大学院工学系研究科システム創成学専攻）募集　応募期間～ 4/30 は募集を
締め切りました

・ [ 会議発表 ] Takanobu Mizuta, Shintaro Kosugi, Takuya Kusumoto, Wataru Matsumoto and
Kiyoshi Izumi，”Do Dark Pools Stabilize Markets and Reduce Market Impacts? - Investigations
using Multi-Agent Simulations -“, IEEE Computational Intelligence for Financial Engineering and
Economics 2014, London, 2014 年 3 月 27 日 .

・ [ 会議発表 ] Takanobu Mizuta, Kiyoshi Izumi, Isao Yagi and Shinobu Yoshimura，” Regulations'
Effectiveness for Market Turbulence by Large Mistaken Orders using Multi-Agent Simulation”,
IEEE Computational Intelligence for Financial Engineering and Economics 2014, London, 2014 年
3 月 27 日 .

・ [ 口頭発表 ]2014 年 1 月 22 日 水田孝信、小杉信太郎、楠本拓矢、松本渉、和泉潔、吉村
忍 , ダーク・プールは金融市場を安定化しマーケット・インパクトを低減させるか？～人
工市場シミュレーションを用いた検証～ , 第 12 回 人工知能学会 金融情報学研究会
（SIG-FIN）, 東京

・ [ 口頭発表 ]2014 年 1 月 22 日 長瀬舜 , 松井藤五郎 , 後藤卓 , 和泉潔 , 陳ユ , 鳥海不二夫 ,
TradeStation における複利型強化学習を用いた Strategy 構築 , 第 12 回 人工知能学会 金融情
報学研究会（SIG-FIN）, 東京

・ [ 口頭発表 ]2014 年 1 月 22 日 鈴木裕士、和泉潔 , 市場急変時における銘柄間注文伝播の変
化に関する分析 , 第 12 回 人工知能学会 金融情報学研究会（SIG-FIN）, 東京

・ [ 口頭発表 ]2014 年 1 月 22 日 Peng Wang and Kiyoshi Izumi, Optimized Stock Factors
Prediction Model Based on LSA and Multiple SVM Models, 第 12 回 人工知能学会 金融情報学
研究会（SIG-FIN）, 東京

・ [ 口頭発表 ]2014 年 1 月 10 日 水田孝信，小杉 信太郎 , 楠本 拓矢 , 松本渉 , 和泉潔，吉村忍
, ダーク・プールは金融市場を安定化しマーケット・インパクトを低減させるか？ ～人工
市場シミュレーションを用いた検証～ �, 第 40 回ジャフィー大会 , 2014, 東京 .

■ 2013 年

・ [ 口頭発表 ] 2013 年 10 月 12 日 鈴木裕士、和泉潔 , 市場急変時における銘柄間情報伝播の
変化に関する分析 , 第 11 回金融情報学研究会 (SIG-FIN), 東京 .

・ [ 口頭発表 ] 2013 年 10 月 12 日 水田孝信、和泉潔、八木勲、吉村忍 , 人工市場を用いた大
規模誤発注による市場混乱を防ぐ制度・規制の検証 ～ トリガー式アップティック・ルー
ルを中心に ～ , 第 11 回金融情報学研究会 (SIG-FIN), 東京 .

・ [ 口頭発表 ] 2013 年 10 月 12 日 叶小舟、和泉潔 , 価格単位と高頻度取引が取引戦略の収益
に及ぼす影響の分析 , 第 11 回金融情報学研究会 (SIG-FIN), 東京 .

・ [ 論文 ] 柴田 一樹 , 和泉 潔 , 磯崎 直樹 , 吉村 忍 , 閲覧行動タイプに基づいたウェブ広告配
信シミュレーションモデル , 電気学会論文誌Ｃ（電子・情報・システム部門誌）,Vol. 133
(2013) No. 9 P 1762-1769.

・ [ 論文 ] 水田 孝信 , 和泉 潔 , 八木 勲 , 吉村 忍 , 人工市場を用いた値幅制限・空売り規制・
アップティックルールの検証と最適な制度の設計 , 電気学会論文誌Ｃ（電子・情報・シス
テム部門誌）,Vol. 133 (2013) No. 9 P 1694-1700.

・ [ 招待講演 ] 2013 年 9 月 22 日 K. Izumi, Workflow monitoring and room design by data
gathering from a surgical room, Modeling and Monitoring of Computer Assisted Interventions (M2
CAI), Nagoya.

・ [ 口頭発表 ] 2013 年 9 月 17-20 日 Saki Kawakubo, Kiyoshi Izumi, Shinobu Yoshimura, Impact
of delta hedging on underlying market:  Multi-agent model approach, 合同エージェントワーク
ショップ＆シンポジウム 2013（JAWS2013）, 南紀白浜

・ [ 口頭発表 ] 2013 年 9 月 13 日 Takanobu Mizuta, Satoshi Hayakawa, Kiyoshi Izumi and Shinobu
Yoshimura:Simulation Study on Effects of Tick Size Difference in Stock Markets Competition, The
8th International Workshop on Agent-based Approach in Economic and Social Complex Systems
(AESCS2013), Tokyo.

・ [ 口頭発表 ] 2013 年 8 月 5 日 川久保 佐記 , 和泉 潔 , 吉村 忍 , 人工市場を用いたデルタヘッ
ジ取引の原資産市場への影響分析 , 第 39 回ジャフィー大会 (2013 年度夏季 ), 東京

・ [ 口頭発表 ] 2013 年 8 月 5 日  水田 孝信 , 早川 聡 , 和泉 潔 , 吉村 忍 , 人工市場シミュレー
ションを用いた取引市場間におけるティックサイズと取引量の関係性分析 , 第 39 回ジャ
フィー大会 (2013 年度夏季 ), 東京

・ [ 口頭発表 ] 2013 年 6 月 7 日 川久保 佐記 , 和泉 潔 , 吉村 忍 , 市場間連成を考慮した人工市
場によるリスクヘッジ行動の影響分析 , 2013 年度人工知能学会全国大会（第 27 回）
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JSAI2013,「OS-16 金融情報学」, 富山 .
・ [ 口頭発表 ] 2013 年 6 月 7 日 水田 孝信 , 和泉 潔 , 八木 勲 , 吉村 忍 , 人工市場を用いた大規

模誤発注が価格変動に与える影響の分析 , 2013 年度人工知能学会全国大会（第 27 回）
JSAI2013,「OS-16 金融情報学」, 富山 .

・ [ 口頭発表 ] 2013 年 6 月 7 日 王 鵬 , 和泉 潔 , 吉村 忍 , Indirect Factors to the Stock Price
Prediction via Google Trends, 2013 年度人工知能学会全国大会（第 27 回）JSAI2013,「OS-16
金融情報学」, 富山 .

・[ 論文 ]2013 年 4 月 29 日 T. Mizuta, K. Izumi, I. Yagi, S. Yoshimura, Design of Financial Market
Regulations against Large Price Fluctuations Using by Artificial Market Simulations, Journal of
Mathematical Finance, Vol.3 No.2A, April 2013.

・ [ 論文 ]2013 年 4 月 10 日 和泉 潔 , 余野 京登 , 陳 ユ , 後藤 卓 , 松井 藤五郎 , 英文経済レ
ポートのテキストマイニングと長期市場分析 , ジャフィージャーナル 実証ファイナンスと
クオンツ運用 , pp.12-31, 朝倉書店 , 2013.

・ [ 受賞 ]2013 年 3 月 26 日 学部 4 年 宮崎 文吾君が優秀卒業研究賞を受賞 ( 詳細 )。
・ [ 受賞 ]2013 年 3 月 25 日 修士 2 年 柴田 一樹君がシステム創成学専攻三好賞を受賞 ( 詳細

)。
・[ 論文 ] 2013 年 3 月 19 日 松井 藤五郎 , 後藤 卓 , 和泉 潔 , 陳 ユ , 複利型強化学習における

投資比率の最適化 ,  人工知能学会論文誌 Vol. 28(2013) No. 3p.267-272 (2013)
・[ 論文 ] 2013 年 3 月 19 日 藏本 貴久 , 和泉 潔 , 吉村　 忍 , 石田 智也 , 中嶋 啓浩 , 松井 藤五

郎 , 吉田 稔 , 中川 裕志 , 新聞記事のテキストマイニングによる長期市場動向の分析 , 人工
知能学会論文誌 Vol. 28(2013) No. 3 , p.291-296 (2013)

・ [ 論文 ]2013 年 3 月 19 日  宮崎 文吾 , 和泉 潔 , 鳥海 不二夫 , �橋 諒 ,「混合ガウスモデル
を用いた市場注文状況の変化の検出」, JPX ワーキング・ペーパー , 2013.

・ 2013 年 3 月 19 日 川久保 佐記 , 和泉 潔 , 吉村 忍 ,  原資産市場オプション市場の相互作用
を考慮したマルチエージェントシミュレーションモデルの構築 ,  第 10 回ファイナンスに
おける人工知能応用研究会， 東京

・ 2013 年 3 月 19 日 迫村光秋 , 和泉潔、セーヨー サンティ , Twitter のテキストとネットワー
クの解析による経済動向分析 ,  第 10 回ファイナンスにおける人工知能応用研究会， 東京

・ 2013 年 3 月 19 日 水田孝信，宮崎文吾，人工知能学会 第 10 回ファイナンスにおける人工
知能応用研究会， 招待講演， 東京

・ 2013 年 1 月 30 日 JPX ワーキング・ペーパー『人工市場シミュレーションを用いた取引市
場間におけるティックサイズと取引量の関係分析』を公表しました

・ 2013 年 1 月 26 日 水田孝信，和泉潔，八木勲，吉村忍 , 人工市場を用いた値幅制限・空売
り規制・アップティックルールの検証 �, 第 38 回ジャフィー大会 , 2013, 東京 .

・ 2013 年 1 月 16 日 第 3 回オープンゼミ ( 金融実務者による講演 ) を開催します。

■ 2012 年

・  2012 年 12 月 10 日 東京証券取引所と「金融商品市場の安定化・効率化に向けた情報技術
の研究」に関する共同研究を開始

・  2012 年 12 月 8 日 共著の「コーパスとテキストマイニング」共立出版が発刊されます。
・  2012 年 11 月 23 日 中島 秀之監訳 , MIT 認知科学大事典 , 共立出版が発刊されます。
・ 2012 年 10 月 5 日 , 実世界とエージェントシミュレーション協同調査委員会 , 実世界と

エージェントシミュレーション , 電気学会が発刊されます。
・ 2012 年 9 月 26 日 人工知能学会論文誌でエディターを務めた特集「ファイナンスにおける

人工知能応用」が発刊されます。
・ 2012 年 8 月 15 日 情報処理学会学会誌でエディターを務めた特集「金融市場における最新

情報技術」が発刊されます。
・ 2012 年 6 月 28 日 共著の「岩波講座 計算科学 第 6 巻　計算と社会」が発刊されます。
・  2012 年 12 月 21 日 和泉 潔 , 集団としての人間の行動軌跡解析と場のデザイン , JST さき

がけ 情報環境と人領域 第 1 期生成果報告会 , 東京
・ 2012 年 12 月 8 日 水田孝信，和泉潔，八木勲，吉村忍 , 金融危機を誘発する学習過程を実

装した人工市場におけるサーキット・ブレーカーと空売り規制の分析 �, 行動経済学会第 6
回大会 , 2012, 東京 .

・ 2012 年 11 月 17 日 第 9 回ファイナンスにおける人工知能応用研究会で共著者の水田さん、
迫村君、松井さんが発表します。

・ 2012 年 11 月 15 日 第 3 回 データ指向構成マイニングとシミュレーション研究会で発表し
ます。

・ 2012 年 11 月 8 日 さきがけシンポジウム「情報学による未来社会のデザイン」でポスター
発表をします。
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・ 2012 年 10 月 25 日 M2 柴田一樹君が第 11 回合同エージェントワークショップ＆シンポジ
ウム JAWS2012 で IEEE Computer Society Japan Chapter JAWS Young Researcher Award を受
賞しました。

・ 2012 年 10 月 25 日 第 11 回合同エージェントワークショップ＆シンポジウム JAWS2012
で最優秀論文賞を受賞しました。

・ 2012 年 10 月 25 日 M2 柴田一樹君が第 11 回合同エージェントワークショップ＆シンポジ
ウム JAWS2012 で企業賞を受賞しました。

・ 2012 年 10 月 26-28 日 合同エージェントワークショップ＆シンポジウム JAWS2012 で私と
共著者の柴田さんがそれぞれ発表します。

・ 2012 年 10 月 7 日 日本機械学会　第 25 回計算力学講演会 「F-2　社会シミュレーション」
フォーラムで講演します。

・ 2012 年 7 月 14 日 進化経済学会 ミニ・シンポジウム「技術と進化経済学 / 先端技術から長
期展望まで」にて「金融市場における自動取引戦略の生態学」を講演します。

・ 2012 年 6 月 12-15 日 人工知能学会全国大会 ( 第 26 回 ) の OS-7 人と環境にみる高次元の
データフローの生成と解析で発表します。

・ 2012 年 6 月 12-15 日 人工知能学会全国大会 ( 第 26 回 ) の OS-15 ファイナンスにおける人
工知能応用セッションで共著者の蔵本さん、水田さん、松井さん、後藤さんが発表しま
す。

・ 2012 年 5 月 11-12 日 第 4 回システム創成学学術講演会で発表します。
・ 2012 年 3 月 9 日 第 12 回 MAS コンペティションにて特別講演「教育現場における MAS

の利用事例紹介 : プログラミングだけでないプログラミングの講義」
・ 2012 年 1 月 28 日 人工知能学会 ファイナンスにおける人工知能応用研究会で共同研究者

の水田孝信さんと松井藤五郎さんが発表します。

■ 2011 年

・ 2011 年 12 月 14-16 日 人工知能学会　創立 25 周年記念 合同研究会・シンポジウム
DOCMAS セッションで発表します。

・ 2011 年 12 月 10 日 行動経済学会第 5 回大会で講演をします。
・ 2011 年 10 月 26 - 28 日 JAWS2011 のプログラム委員長を務めています
・ 2011 年 10 月 14 日 2011 年 第 35 回ジャフィー大会にて共同研究者の水田さん、八木さん

が発表します。
・ 2011 年 10 月 1 日 第 7 回 人工知能学会 ファイナンスにおける人工知能応用研究会
（SIG-FIN）で共同研究者の松井さん、水田さん、八木さんが発表します。

・ 2011 年 9 月 29 日 日本ソフトウェア科学会第 28 回大会の企画セッション「エージェント
シミュレーション」で招待講演をします。

・ 2011 年 9 月 13-18 日 SICE2011 で発表します。WeA06 Pedestrian and Disaster Model
・ 2011 年 9 月 8-9 日 電気学会 電子・情報・システム部門大会でシンポジウム「実世界と

エージェントシミュレーション」を企画します
・ 2011 年 7 月 8 日 第 1 回 テキストマイニング・シンポジウムで発表します。
・ 2011 年 7 月 6 日 第二回オープンゼミ ( 金融実務者による講演 ) を開催します。
・ 2011 年 6 月 25 日 第 28 回応用経済時系列研究報告会で共著者の八木さんが発表します。
・ 2011 年 5 月 26 日 電子情報通信学会 人工知能と知識処理研究会で招待講演を行います。

参加無料
・ 2011 年 3 月 18 日 電気学会 全国大会 S11：システム技術の新潮流でチュートリアルを行

います。 中止
・ 2011 年 3 月 15 日  電子情報通信学会　総合大会　DT-3. Web と集合知でチュートリアル

を行います。参加無料 中止
・ 2011 年 3 月 11 日 日本経営工学会 「予測市場と集合知活用」研究部会で招待講演を行い

ます。参加無料

3

http://www.jsme.or.jp/conference/cmdconf12-2/index.html
http://jssst11.kuis.kyoto-u.ac.jp/program.html%23SESSION6B
http://www.gisolab.t.u-tokyo.ac.jp/event/SysInnov2012.html
http://jaws-web.org/event/jaws2012/
http://www.jafee.org/diary.cgi?no=30
http://www.kishii.ss.is.nagoya-u.ac.jp/~tori/society/sig-fin/pukiwiki/index.php?%C2%E88%B2%F3%B8%A6%B5%E6%B2%F1
http://www.kishii.ss.is.nagoya-u.ac.jp/~tori/society/sig-fin/pukiwiki/index.php?%C2%E87%B2%F3%B8%A6%B5%E6%B2%F1
http://www.jafee.org/diary.cgi?no=30
http://www.toyoag.co.jp/ieice/G_top/g_top.html
http://www.gakkai-web.net/gakkai/ieice/2011pro/html/program/t_main.html
http://www.gakkai-web.net/gakkai/iee/program/2011/sympo/list.html
http://jaws-web.org/event/jaws2011/
http://www.ieice.org/~ai/jpn/index.php/20110526
http://www.collective-knowledge.net/sigpmkt/events/event6.html
http://www.kishii.ss.is.nagoya-u.ac.jp/~tori/society/sig-fin/pukiwiki/index.php?%C2%E87%B2%F3%B8%A6%B5%E6%B2%F1
http://www.ai.soc.i.kyoto-u.ac.jp/docmas/ja/
http://www.sice.or.jp/sice2011/program/TC.html%23WeA06
http://mas.kke.co.jp/modules/tinyd3/
http://jssst11.kuis.kyoto-u.ac.jp/program.html%23SESSION6B
http://jaws-web.org/event/jaws2012/
http://www.jafee.gr.jp/01rally/rally-top.html
http://kinba.sakura.ne.jp/mainj/wiki.cgi?page=open20110706
http://bit.ly/gPwy0S
http://www.ai-gakkai.or.jp/conf/2012/
http://jaws-web.org/event/jaws2012/
http://www.ai-gakkai.or.jp/conf/2012/
http://www2.iee.or.jp/~eiss/conf2011/
http://jaws-web.org/event/jaws2012/
http://www.iser.osaka-u.ac.jp/abef/event/20111210/event5.html
http://jaws-web.org/event/jaws2012/
http://www.saeta.jp/28th_1.htm
http://jssst11.kuis.kyoto-u.ac.jp/
http://kinba.sakura.ne.jp/mainj/wiki.cgi?page=%A5%D7%A5%ED%A5%B0%A5%E9%A5%E0
http://www2.iee.or.jp/ver2/honbu/03-conference/index.html
http://jaws-web.org/event/jaws2012/
http://www.sice.or.jp/sice2011/

	
	
	2014年
	2013年
	 2012年
	 2011年



